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ユネスコ世界哲学の日 

 

 

 

 

 

 

毎年、11月第 3木曜日は国際連合が定める「ユネスコ世界哲学の日」です。今年は 11

月 15日が第 3木曜日でした。開倫ユネスコ協会では、スプリングユネスコクラブ、伊豆

ユネスコクラブと共催で、本年度の「ユネスコ世界哲学の日講演会」を東京駅丸の内北口

の、日本工業俱楽部で開催させていただきました。今回、「今哲学をしよう－価値・意

味・秩序－」を統一テーマとして、三つの記念講演が開催されました。 

①「さあ、哲学しよう。五日市憲法草案に学ぶ」と題する、スプリングユネスコクラブ

最高顧問の、岡田弘行先生の講演。 

②「世界の農村指導者育成とサーバントリーダーシップ」と題する、学校法人アジア学

院校長の、荒川朋子先生の講演。 

③「自然界の課題は科学が担い、社会の課題は哲学が担う」と題する、伊豆ユネスコク

ラブ代表幹事、小林恵智先生の講演。 

アジア学院は、毎年 20前後の言語や文化の違う国から農業を学ぶ人達のための専門学

校で、自給自足の共同生活を行いながら、人種、文化の違いを互いに尊重しながら「食と

いのち」を大切にするコミュニティを基盤としたアジア農村指導者を育成している専門学

校です。文化を越え平和を築く為、共に生きるために、実践されている『サーバント・リ

ーダーシップ（支える指導者）』についてご紹介を頂きました。 

小林代表より、戦後 50年を機会に在米日本人会と退役軍人会有志が資金を出し合い、

平和を願う要人に謹呈している反戦を誓うよう求めた『平和の鐘』が開倫ユネスコ協会会

長に寄贈されました。 
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KAIRIN UNESCO ASSOCIATION                   開倫ユネスコ協会 

  

林明夫会長      岡田弘行最高顧問      荒川朋子校長       小林恵智先生     髙尾初江事務局長     「平和の鐘」を鳴らす様子 

講演会の様子ː岡田弘行最高顧問        荒川朋子校長               小林恵智先生                    会場の様子        
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足利ユネスコ協会主催 「わたしの町のたからもの絵画展」 

表彰式に参加 

2018年 11月 17日（土）14：00からコムファースト・アピタ 1Ｆのイベント広

場にて、足利ユネスコ協会主催 わたしの町のたからもの絵画展 表彰式が執り

行われました。今年第 11回目の絵画展だそうです。 

足利市内に住む小学生や中学生などから 1157作品が集まり、71作品が入賞し

ました。会場にはその 1157作品がすべて展示されています。表彰式が始まる前

にご家族みんなで入賞作品をご覧になっていました。 

受賞者おひとりおひとりの名前が呼ばれ、前に出て皆うれしそうに賞状を受け

取っていました。すべての受賞者が済んで、最後に全員で記念写真を撮り終了と

なりました。なお、開倫塾賞には 3名の小学生が選ばれました。 

受賞者のみなさん、おめでとうございます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表彰式の様子               1157 作品がすべて展示された会場           足利ユネスコ協会 間宵勉会

長 


